















































































1810年　アメリカン・ボード　American Board of Commissioners for Foreign Missions設立




1875年　 RCA婦人世界宣教局　The Women’s Board of Foreign Missions of the RCAが成立（～1946）
「だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗
礼を授け、あなた方に命じておいたことをすべて守るように教えなさい。（マタイによる福音書28:19-20a）」





















































































Pioneers to Partners: The Reformed Church in America and Christian Mission with the Japanese（Grand
Rapids:Wm.B.EerdmansPublishing,2012）,p.100.
7 Laman,Pioneers to Partners,p.103.

























9 Reports of the Committee on the Ordination of Women to the General Synods of 1957 and 1958http://images.
rca.org/docs/archives/womenordinationreport.pdf





11 Amend Part II, Article 2, Section ７（Book of Church Order, p. 24） by adding the following: If individual
members of the classis find that their consciences, as illuminated by Scripture,would not permit them to
participate in the licensure, ordinationor installationofwomenasministersof theWord, theyshallnotbe
requiredtoparticipateindecisionsoractionscontrarytotheirconsciences,butmaynotobstructtheclassisin






































12 The Role and Authority of Women in Ministryp.6“Sometimestheywentalone,suchaspioneermissionaries
IdaScudderandMaryKidder,withspecialtrainingasdoctors,nurses,andteachers.”
13 山本菊子、前掲書、p.15
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ものではありません。
　キリスト教教育は、この世の力、この世のリーダーを超えた本当の権威である神を知ることを目的と
します。神を知ることによって私たちは「スチュワードシップ」を知っていくのです。スチュワードシッ
プとは、すべてをはなはだよしとして創造し支配されている神が唯一のリーダーでありマスター・主人
であると知り、その主が愛の秩序の世界を取り戻そうとしておられるのに仕えるスチュワードたること
です。スチュワードシップは神に仕えそして神が愛するゆえに隣人に仕えることですが、奴隷のように
かしずくことではありません。この世界をそして私たちの生きる社会を神から委託されたと考え、その
管理者、つまり執事や国の宰相などのように委託されたものをしっかりと預かり大事に有効に使う責任
者たることです。
　冒頭でルカによる福音書を通して、当時の女性が社会的立場において貶められていたにもかかわらず、
逆にその小ささによって神をより愛し主イエスに精一杯の奉仕をしたこと、そしてそこからさらに主に
よってより大きく用いられたことを覚えました。ここで見られる「女性性」、つまり女性であることの
特色とは何でしょうか。それは小さくされているが故に、自分の至らなさや弱さを自覚せざるを得ない
ことによって得られる祝福ではないでしょうか。
　なぜなら女性だけでなく実は人は皆、いくら学問を積み能力を高めても、また人を支配する権威を得
ても、生き物である限り衰え死に至るという限界があります。それ以前に、自分を評価する社会そのも
のが当てになりません。相対的なものを対象にして自分の価値を確認するために競い合っても空しいの
です。しかし人はなまじ自分に誇る力があるとそのことになかなか気づかない。気づくことが出来るの
はむしろ、この社会的には小さくされた者、力の無いことを思い知っている者ではないでしょうか。
　私たち有限の存在である人間は、絶対者である神の前では皆等しく不完全であり、また神の義をまっ
とうできない罪人です。しかしその事実に絶望することなく、イエス・キリストの十字架による贖罪の
ゆえに自分は神に赦され、至らないまま欠けの多いままで清めて用いられると素直に信頼することが出
来る、そのこと自体が幸いなのです。弱者肯定、抑圧された存在であれということではありません。逆
に、あらゆる人間的な基準が傷つけ貶めることの出来ない、神に与えられた自己の尊厳を、イエス・キ
リストから得られるチャンスがより多いのが世にあって弱く小さくされている者であり得るということ
です。
　〈キリスト教〉かつ〈女子教育〉の意義は、ここにあるのではないでしょうか。この世の常識と思わ
れる「力」による支配構造に対するアンチテーゼの発信です。それは力の無い者が力を持つ者に向かっ
て声を上げるというのとは違います。そうではなく、世の言う「力」は脆いということを知っていくこ
とが教養であり真の強さだからです。
　なぜならば、それがキリスト教教育の大事なところですが、イエス・キリストという神の子ご自身が、
全能の神の権威と力を持ちながら、この世的には最も低い者としてこの世に柔らかい体を持って無力な
幼子としてお生まれになったからです。そして行く末はどうか。神の子としてもっておられる奇跡の力
をご自分の利益のために使うことなく惜しみなく他者に与え、また最高の知恵を持ちながらそれを人々
の救いのために用いて教え、しかしそれが理解されず、最後はご自分を慕ったはずの人々にも裏切られ、
世の権力や傲慢さによって鞭打たれ侮辱と暴力と虐待の果てに苦しみの十字架を負って死んだからで
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す。弱く力無い者が味わわされる悲しみと、人の愚かさと自己中心による罪をすべて負ってくださり、
それによって最高の愛を示してくださったからです。罪の無い神の子がそれをなさった。すなわち神は、
それを「光の道」最も尊い愛の道となさったからです。
　その証拠として神は、この世の力が神の愛の力を凌駕することは出来ないと証明してくださいました。
罪の暴虐による死からキリストを復活させられたことにより、罪は愛の前に無力となりました。これが
本当の勝利です。
　キリスト教教育のロールモデルはこのイエス・キリストです。キリストの生き様に従うことを教える
のがキリスト教教育です。世の力のむなしさにとらわれず、この世を暗くする人の心の罪に打ち勝つに
は、同じ空しい「力」で対抗するのではなく、自らの罪に気づき悔い改めて神の愛を知るものとなさせ
ていただくこと。それが本当の成長、魂の成長です。一人一人が変わっていき、そこから共に神の国す
なわち愛の社会を実現していくことを目指しているのです。
　一人の女性宣教師が極東の地に降り立った、その使命すなわちミッションは何だったのか。母国アメ
リカで用いられなかった宣教の働きを、異国日本であるからこそ存分に発揮できる時に言葉も背景も違
う日本の若い女性たちに最も伝えたかったのは何か。それは主イエスの愛に生かされて与えられたス
チュワードシップへの「召命感」だったのではないでしょうか。
　すなわち、若い女性が自分の夢を持つことから始まり、それが成長して自分のやりがいや生き甲斐が人
のためになる、与えられた使命だと気づくようになります。周りの役に立ちたい、ForOthers、他者のた
めに用いられたい。しかし他者とは誰なのか。単に困っている人、気の毒な人なのか。その時々に要求
が変わる周囲の人たちに振り回されることなく、ぶれない他者である神をみつめていく。それによって周
囲の他者への本当の思いやりが生まれる、周囲の他者の本当の求めに応えられるようになっていくのです。
キダー女史の願いは、私たちが人間の思いや力を超えた主人にスチュワードたるべく召されていることに
気づくことだったのではないでしょうか。
　私自身に起きたことをお話しします。ちょうどRCAから宣教師として夫と共に任命された1995年、
日本での生活と活動を支える献金集めの仕事が始まりました。日本は物価が高いため集める額も多く、
私たちは100以上の教会を訪問していました。その中のあるイリノイ州の教会から、長年支えてきた先
輩宣教師がリタイアするため献金を私たちにスライドさせてくださると申し出がありました。ところが、
私が神学校を卒業して牧師按手を受けたとたん、その約束をキャンセルしてきたのです。事情を聞きに
教会を訪ねると牧師が答えて言いました。「あなたには悪いが、私も教会も女性按手は反対している。
聖書は女性のリーダーシップを認めていないからです」。そこで私は答えました。「あなたにとって牧師
とはリーダーシップ、権威や尊敬の象徴なのかもしれません。しかし私が牧師になるのは日本でよりよ
く神と人に仕えるためなのです」。けれどもその牧師は重ねて「とにかくあなたは牧師に相応しくない
のです」と言いました。それを聞いて私が思わず発した言葉は「おっしゃるとおりです」でした。「な
ぜなら私も自分が相応しい人材ではないと思う。それにもかかわらず按手を受けることになった。これ
は私が望んだチョイスではないのです。あなたのチョイスでもない。と言うことは、これは神の選びし
かないでしょう。あなたはそれを否定するのですか」。
　こんな言葉は考えて出てきたのではありません。自然に、私のようなものが牧師になるのは神の憐れ
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みとご計画によって私を使ってくださるのだなと思えたのです。クリスチャンホームではなく、母だけ
が教会に通う家庭で自分もほとんど教会に行かない田舎の隠れクリスチャンだった私が、どういうわけ
かキリスト教倫理学出会い、元RCA宣教師のヘッセリンク博士によって祖父母と妹と共に洗礼を受け、
そのつてからウェスタン神学校に留学する道筋がつけられました。しかし現地では圧倒的にオランダ系
白人の男子学生ばかりの中に混じって孤独に苦しんでいたのが、その経験により教会という神の家族の
大きさに気づかされ信仰の喜びを発見し、同級生から伴侶が与えられました。そして数年後、私は
RCAが按手を授けた最初のアジア人女性となったのです。RCAが派遣した初めての女性宣教師だった
キダー女史が遠い日本で150年前に始めた宣教の業が、思いもしなかった形で実っている、私自身その
証としてお話をしているのです。
　私たちにとって、フェリス女学院は神に委託された事業です。だから150周年を祝うのです。神様、
これまでの年月私どもが丁寧に時に大胆にあくまで誠実にフェリス女学院においてよきスチュワードで
あったでしょうか？と150年を振り返ろうとしています。そして将来に向けて導きを尋ね求めます。
　フェリス女学院で学ぶ生徒学生たちが、フェリスで受けた教育を通して何を学んでほしいと願うか。
神に自分が愛されていると知り、自分の命、自分自身をまず神から託されたものとして大事にすること。
それぞれに神から与えられた自分の賜物・個性を発見し、その賜物を精一杯生かしてスチュワードシッ
プを発揮できるように。そしてここを巣立つ女性たちが社会に出て、世の力に負けずに周りを変えてい
ける人になるように。フェリス女学院のあり方そのもの、具体的には教育方針や生徒・学生・教職員の
交わりが、頑固な心やひねくれた思いやねたみや孤独な魂を慰めやわらげるようなあたたかい光を放つ
ように。そう祈りつつ歩むことが未来に向けてのミッションではないでしょうか。
　キダー女史から始まったフェリス女学院のミッションは、神へのスチュワードシップを身につけた女
性が社会を変える発信源になることです。そのミッションが受け継がれ、そしていつかすべての人が真
のスチュワードシップを身につけた時、パウロの真意である「そこではもはや、ユダヤ人もギリシア人
もなく、奴隷も自由な身分の者もなく、男も女もありません。あなたがたは皆、キリスト・イエスにお
いて一つだからです（ガラテヤの信徒への手紙３：28）」がかなうのです。それは男も女も変わらない・
同じという意味ではなく、「一つ」だということに重点が置かれています。様々な個性と賜物を持って
召された者たちが一致して共に神からの責任を果たす社会、愛と正義のかなう真の平和な世界を実現す
るのです。
世界の友の祈りと共に
　最後に、フェリス女学院が今もRCAと密接なつながりを持ち、祈られていることをお伝えしたく思
います。私はキダー女史と同じ宣教師の立場ですが、今も私が日本で活動するための資金を40の教会が
献金で支えています。そのため私たちは３年に一度アメリカに戻り、支援教会を訪問して日本での活動
を報告しています。私どもは日本に来て21年になりますが、これらの教会はその間ずっと献金を継続し
ているだけでなく、中にはその前の宣教師たちから引き続いて数十年にもわたって日本を覚えている教
会もあるのです。私のフェリス女学院での理事、評議員としての働きや礼拝、講演などの機会も大事な
報告の一つであり、今もなおフェリス女学院はじめミッション・スクールが日本の若者の魂のために教
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育を通して尽くしていることを喜び合います。
　多くの支援教会はウィスコンシンやアイオワなど農村地帯にあり、教会員は直接に日本という国を
知っているわけでもなく特別な愛着があるわけではありません。それでも例えばサウス・ダコタ州の、
人口が200人の村の教会が日本のために祈っていて、３年に一度訪問すると、「いつもお名前を出して祈っ
ているからそんなに久しぶりとは思えない」と驚くように言う人もいます。また、ニューヨークなど都
会の教会で会員数がかつての１割に激減した教会もあります。それでも支援を続けてくれています。ど
の教会も決して潤沢な献金資金があるわけではありません。宣教師を支援することで彼ら自身に目に見
える見返りもありませんし、この数十年で日本における宣教活動に明らかな成果が挙がったという達成
感も得られたとは言えません。しかし、日本人の99％がいまだ神の愛とイエス・キリストの導きを知ら
ない魂のミッションフィールドであることを心配し、日本の教会やミッション・スクールを応援してく
れています。教会学校では壁に世界地図を貼り、日本のところに印をつけて毎月祈って子どもたちが献
金を献げてくれていますし、婦人会も日本を覚えて食事会など催して献金を募ります。そのような実際
の活動を通して、今もなお私たちは日本にいて祈られているのです14。
 2010年に私たちが訪問した際に、先に挙げたホーランド市の教会が主日礼拝の中で日本の宣教のため
に祈ってくださったシーンを皆さんと分かち合いたく思います。日本から５人の牧師を招いて一緒に礼
拝に出席し、紹介していただいた時のことです（ビーチウッド教会の祈り・映像）15。この祈りの最後
に牧師が声を詰まらせていました。振り向くと涙をぬぐっていたのです。その場にいた約500人の礼拝
出席者たちにとっても、宣教師を派遣し世界宣教に参与することで彼ら自身が神の救いの御業の大きさ
を実感できる喜びを味わえるのです。150年前のパートナーに今なお祈られていることを覚え、For
Othersの精神につながれた神の家族として、愛のエールを送り合いつつ未来へ向かっていきましょう。

14 講演では、カメラに向かって手を振っているアメリカ各地の教会の人々の写真を紹介した。
15 Youtube:https://www.youtube.com/watch?v=XuxTKX57ZqI
日本の私たちに向けて手を振るウィスコンシンの教会の皆さん
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 （キストおかざき・さゆり）
 アメリカ改革派教会（RCA）牧師、日本基督教団協力宣教師、
 フェリス女学院理事
日本で活動された引退宣教師の方々と共に。エリノア・ノルデン先生（前列右から三番目）
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